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I. はじめに 
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縦・横断図作成の概要 
 
縦・横断図作成は、測量システム 現場大将において「線形・丁張」で作成した縦・横断データを

図面化するシステムです。 
尚、作成した図面は、修飾ＣＡＤ等で使用する事ができます。 
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II. 縦断図作成 
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１１  縦断図作成の起動 
縦断図作成を起動します。 
 
縦断図作成を起動するには、現場大将から起動します。 
デキスパート基本部の「現場大将」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
現場大将が起動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場大将のメイン画面で「図面作成」タブをクリックします。 
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図面作成のメニューボタンから「縦断図作成」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縦断図作成が起動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 11 -  

２２  路線の選択 
  

縦断図を起動したら、縦断図を作成する路線を選択します。 
 
路線選択画面の路線一覧から縦断図を作成する路線名、または行番号をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線選択を実行する場合は、「選択」ボタンをクリックします。 
路線選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
（路線名、または行番号をダブルクリックしても選択する事ができます） 

 

新規工事作成時、または他オプションで基準（案）を変更した場合は、ＣＡＤ製図基準（案）選

択ウィザード画面が表示されます。 
ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザードについては【14ページ「基準（案）の選択」参照】 

 
選択した路線の縦断図作成画面が表示されます。 
※初期状態では全測点の縦断図が表示され、用紙サイズや余白等も自動設定されています。 
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路線選択をし直すには・・・ 
「ファイル」タブ→「路線選択」ボタンをクリック、ま

たはメニューバーの「ファイル」→「路線選択」をクリ

ックすると、路線選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
任意の路線を選択し直してください。 
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３３  縦断図の設定 
 
任意の設定を行い、縦断図を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
現場大将で「Ｗ断面」の入力を行った場合、縦断図に自動で反映されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｗ断面 
Ｗ断面 

●表示される縦断図の設定について 
インストール直後の場合は、システムの初期状態で縦断図が表示されます。２回目以降は前回終了時の設定 
内容で表示されます。ただし、表示測点は前回の終了時の設定に関係なく、全測点が表示されます。 
また、ＤＬは起動時に常に初期化されます。 
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（A） 基準（案）の選択 
工事が電子納品対象かどうかを選択し、任意のＣＡＤ製図基準（案）を選択します。 
 
新規工事作成時、または他オプションで基準（案）を変更した場合、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウ

ィザード画面が表示されます。 
この画面では、工事が電子納品対象かどうかを選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

選択が終了したら、「次へ」ボタンをクリックします。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
 
 
●電子納品対象を選択して次へ進むと、工事に適用する基準（案）を選択する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

任意の基準（案）を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
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任意の基準（案）を選択して次へ進むと、準備が完了したという画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設定の内容を確認し、「完了」ボタンをクリックします。 
「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
 
 
●電子納品対象外を選択して次へ進むと、準備が完了したという画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設定の内容を確認し、「完了」ボタンをクリックします。 
「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
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一度設定した後に基準（案）の選択をし直す場合は、メニューバーの「設

定」→「ＣＡＤ製図基準（案）設定」をクリックし、ＣＡＤ製図基準（案）

選択ウィザードを起動します。 
 
任意の設定を行い、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザードを完了すると、メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

「完了」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
※電子納品対象・対象外の設定により、メッセージの内容が異なります。 
 
設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックし

ます。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリック

してください。 
 
 
基準（案）の選択が終了すると、縦断図作成画面が表示されます。 
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（B） 全体設定 
縦断図を作成する上での基本的な設定を行います。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、設定画面の内容が異なります。 
 
縦断図作成画面の左下には、現在の設定が表示されています。 
設定を変更するには、「全体設定」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
全体設定画面が表示されます。 
 
 
 
縦断図の用紙設定・縮尺設定等を行います。 
全体設定画面の「用紙／縮尺」タブをクリックします。 
 
 用紙サイズ  
用紙サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧

に表示される用紙サイズが異なります。 
 
 用紙向き  
用紙の向きを選択します。 
横・縦のどちらかをクリックして選択してください。 
 
 余白  
上下左右に余白を設定します。 
それぞれに任意の余白を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定してください。 
 
●綴じ代あり 
チェックを付けると、綴じ代を表示します。 
電子納品対象工事の場合は、各基準（案）に沿った余白が設定されます。 
※「綴じ代あり」の設定は、電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 
 縮尺  
縮尺を設定します。 
任意の縮尺を直接入力してください。 

用紙／縮尺 タブ 
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 目盛り  
目盛りの間隔を設定します。 
 
●目盛りを自動で計算 
チェックを付けると、縦断図に表示される目盛りを縮尺の設定や目盛りの文字サイズの設定に合わ
せて自動計算します。 
※任意で目盛りを設定する場合は、チェックをはずしてください。 
 
●間隔 
一目盛りの間隔を、直接入力にて設定します。 
※「目盛りを自動で計算」にチェックが付いていない場合に有効となります。 
 
●○目盛り毎に数値／横軸を表示 
数値／横軸の間隔を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
※「目盛りを自動で計算」にチェックが付いていない場合に有効となります。 
 
●ＤＬの○目盛り上から数値／横軸を表示 
ＤＬを基準として数値／横軸を表示させる開始位置を、直接入力またはアップダウンボタンをクリ
ックして設定します。 
※「目盛りを自動で計算」にチェックが付いていない場合に有効となります。 
 
●横軸を表示する 
チェックを付けると、横軸を表示します。 
 
 
 
 
 
出力する測点の設定を行います。 
全体設定画面の「出力測点」タブをクリックします。 
 
 測点名  
測点名の表示を切り替えます。 
※平面線形と連動している場合のみ有効な機能となります。 
 
●測点名１のみ 
測点名１のみを表示します。 
 
●役杭名を優先 
役杭名が登録されている場合は、役杭名を優先して表

示します。 
 
●測点名１と役杭名 
役杭名が登録されている場合は、測点名１と役杭名を

表示します。 
 

出力測点 タブ 
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 出力測点  
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ縦断図に表示されます。 
 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての測点が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 

 

 
 
標題（図面タイトル）やタイトル枠の表示や文字のフォン

ト・寸法線等の線種・小数点以下の桁数の設定を行います。 
全体設定画面の「文字／線種」タブをクリックします。 
 
 標題（図面タイトル）を表示する  
チェックを付けると、標題が表示されます。 
 
 縮尺を表示する  
チェックを付けると、標題の下に縮尺が表示されます。 
※「標題（図面タイトル）を表示する」にチェックが付い

ていない場合は、グレー表示となります。 
 
 縮尺（矢印付）を表示する  
チェックを付けると、縦断図の左下に矢印付きの縮尺を表示します。 
 
 タイトル枠を表示する  
チェックを付けると、縦断図にタイトル枠を表示します。 

「タイトル枠取込」ボタンをクリックすると、タイトル

枠取り込み画面が表示されます。 
※タイトル枠を一度も取り込んでいない場合は、チェッ

クを付けるとタイトル枠取込み画面が表示されます。 
 
任意のタイトル枠を選択し、「取込み」ボタンをクリッ

クします。 
タイトル枠の情報を編集する場合は、「編集」ボタンを

クリックしてください。 
タイトル枠の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックします。 
 
 

文字／線種 タブ 
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「取込み」ボタンをクリックすると、タイトル枠取込み確認画面が表示されます。 
選択したタイトル枠の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力して編集

します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 
「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 

 

「編集」ボタンをクリックすると、タイトル枠編集画面が表示されます。 
選択している工事の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力して編集

します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示

されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 標題（図面タイトル） 
標題（図面タイトル）を任意の文字に変更する事が可能です。 
直接入力で変更してください。 
初期設定は、「縦 断 図」です。 
※「標題（図面タイトル）を表示する」にチェックが付いていない場合は、グレー表示となります。 
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 フォント設定  
フォント設定を行う文字列を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンを

クリックし、設定してください。 
 
●フォント 
指定されている文字列のフォントを選択します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のフォントを選択してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示されるフォントが異なります。 
 
●文字色 
指定されている文字列の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、 ボタンをクリックして色を作成します。 
※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
 
＜色の作成＞ 
 ボタンをクリックし、「色の作成」ボタンをクリックすると、色を作成する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の色をグラデーションチャート内でクリックし、色合い・鮮やかさ・明るさを設定します。 
 
作成した色は左側のパレットの「作成した色」に表示されるので、その色を選択し、「ＯＫ」ボタ 
ンをクリックします。 
中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●サイズ 

指定されている文字列のサイズを設定します。 
任意のサイズをドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンをクリックし

て設定します。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
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 指示線  
指示線をどこまで引くか設定します。 
 
高い方・・・表示されている線の中で、もっとも高い線まで指示線を引きます。 
地盤高・・・地盤高まで指示線を引きます。 
計画高・・・計画高まで指示線を引きます。 
 
「任意線を含む」にチェックを付けると、任意線を含めもっとも高い線まで指示線を引きます。 
※「帯」タブ内の「表示する帯の種類と表示順」で「任意で設定する」を選択時、または現場大将

の線形条件設定画面で「河川モード」を選択して作成したデータの場合のみ有効な機能です。 
 
 

例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 線種設定  
線種設定を行う線を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンを

クリックし、設定してください。 
 
●線種 
指定されている線の線種を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、線種の設定を行う事ができません。 
 
●線色 
指定されている線の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、 ボタンをクリックして色を作成します。 
設定方法については【21ページ「文字色」参照】 

※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
 
 

指示線 

任意線 

計画高 

どこまで指示線を引くか 
設定します。 
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●線幅 
指定されている線の幅を設定します。 
任意の線幅をドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示される線幅が異なります。 

また、「線幅設定」ボタンは電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 
 ボタンをクリックすると、線幅設定画面が表示されます。 
 基準（案）では、「細線：太線：極太線」の割合が、「１：２：４」

に定められています。 
 基準（案）に基づき、設定を行ってください。 

ただし、協儀の上、細線・太線・極太線の線幅を任意で変更する

場合は、「太線・極太線を自動設定」のチェックをはずします。

ドロップダウンボタンをクリックし、一覧より任意の線幅を選択

してください。 
 
 小数桁数  
縦断要素・グラフ目盛の小数点以下の桁数を設定します。 
 
●縦断要素 
縦断要素の小数点以下の桁数を設定します。 
小数点以下３桁まで設定する事ができます。 
数値を直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
●グラフ目盛 
グラフ目盛の小数点以下の桁数を設定します。 
小数点以下３桁まで設定する事ができます。 
数値を直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 

 
 
 
 
それぞれの要素を出力する位置や大きさを設定します。 
全体設定画面の「位置／大きさ」タブをクリックします。 
 
各要素の出力位置と縦断図の大きさを設定します。 
※標題（図面タイトル）・縮尺・タイトル枠は、「文字／

線種」タブ内の設定でそれぞれが「表示する」設定に

なっている場合のみ有効となります。 
 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、画面が異

なります。 
 
 

位置／大きさ タブ 
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表示する帯を設定します。 
※設定の変更を行う場合は、変更前に変更を行う項目の選択を行ってください。 
 
全体設定画面の「帯」タブをクリックします。 

 

 表示する帯の種類と表示順  
表示する帯の種類と表示の並べ順を設定します。 
 
●ＣＡＤ製図基準（案）に合わせる 
工事に適用している基準（案）に自動的に合わせて

縦断図に帯を表示します。 
 
●任意で設定する 
基準（案）に関係なく、任意で設定をし、縦断図に

帯を表示します。 

 

 

 フォント設定 ボタン  
帯のタイトルとデータのフォントを設定します。 
「フォント設定」ボタンをクリックすると、フォント設定画面が表示されます。 
 
●タイトル／枠内のフォント 
各フォントを設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧

から任意のフォントを選択してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧

に表示されるフォントが異なります。 
 
●文字色 
各文字列の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、 ボタンをクリックして色を作成します。 
設定方法については【21ページ「文字色」参照】 

※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
 
 
 

帯 タブ 
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●サイズ 
各文字列のサイズを設定します。 
任意のサイズをドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンをクリックし

て設定します。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 縦幅設定 ボタン  
帯の縦幅を設定します。 
「縦幅設定」ボタンをクリックすると、縦幅設定画面が表示されます。 
任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設

定します。 
※０．１ｍｍ単位で設定できます。 

設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 桁数設定 ボタン  
桁数を設定します。 
「桁数設定」ボタンをクリックすると、桁数設定画面が表示されます。 
任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設

定します。 

設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 勾配表示 ボタン  
勾配の枠の表示を設定します。 
「勾配表示」ボタンをクリックすると、勾配の枠表示画面が表示されます。 
 
「なし」「円形」「楕円」のいずれかから選択してください。 

設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリック

してください。 
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 表示設定  
縦断図に表示する線や帯の設定を行います。 
 
●「表示切替」ボタン 
表示欄に「○」が付いている項目が縦断図の線や帯に表示されます。 
項目を選択し、「表示切替」ボタンをクリックすると、「○」「×」が交互に表示されます。 
※表示欄をクリックしても同様の操作を行う事ができます。 
 
●「全解除」「全選択」ボタン 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除され、表示欄に「×」が表示されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択され、表示欄に「○」が表示されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
 表示名称を編集する  
チェックを付けると、表示名称の編集を行う事ができます。 
 
 初期設定 ボタン  
帯の設定を初期化します。 
「初期設定」ボタンをクリックすると、設定項目全てを変更前の状態に戻します。 
 
確認メッセージが表示されたら、「はい」ボタンをクリックします。 
初期状態への変更を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
全ての設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
「一時適用」ボタンをクリックすると、設定内容が一時的に縦断図に反映されます。 

１． 複数項目を選択する場合は、＜Ｓｈｉｆｔ＞キーを押しながらクリック（範囲指定）、または

＜Ｃｔｒｌ＞キーを押しながらクリック（点在する複数を選択）します。 
２． ドラッグにて帯の並び順を変更する事ができます。ただし、「ＣＡＤ製図基準（案）に合わせる」

の設定の場合は、帯の並び替えを行う事はできません。 
３． 帯のタイトルを複数段で描画する事ができます。 

改行位置に「 /（半角スラッシュ）」を入力してください。 
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左端部高・右端部高のデータを縦断図および帯に反映させる場合は、以下の２つの条件が必要となります。 
１．現場大将の線形条件設定画面で「平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる」が選択されている。 
２．縦断図作成の「帯」タブ内の「表示する帯の種類と表示順」で「任意で設定する」が選択されている。 

現場大将の線形条件設定画面で「河川モード」を選択していて、更に「表示する帯の種類と表示順」で「ＣＡ

Ｄ製図基準（案）に合わせる」に設定している場合、表示方法が一部異なります。 
 
河川データをＣＡＤ製図基準（案）に合わせる場合、帯の並び順が定められているため、表示名称欄の順に合

わせてデータを表示しなければなりません。 
そのため、以下の作業を項目ごと行ってください。 
 
表示名称の任意の項目に表示させるデータを設定します。 
データ欄のドロップダウンボタンをクリックしてください。 
 
 
ドロップダウンボタンをクリックすると、現場大将の縦断線形で入

力した任意計画線・現地盤線・任意地盤線のデータ名称が一覧で表

示されます。 
 
 
表示名称欄に合わせて、データを選択してください。 
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（C） ＤＬ設定 
ＤＬの設定を行います。 
※初期状態では適当な値で自動計算され、縦断図全体が表示されるように設定されています。 
 
縦断図作成画面の左下の「ＤＬ設定」ボタンをクリックします。 
 
 
ＤＬ設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意のＤＬを直接入力して設定します。 
測点ごとにＤＬの設定を行う事もできます。 

 

 入力行以降も同じ値にする  
チェックを付けると、数値を入力した測点とその測点以降の数値が同じ値に自動で変更されます。 

 

 初期設定 ボタン  
ＤＬの設定を初期化します。 
「初期設定」ボタンをクリックすると、設定項目全てを変更前の状態に戻します。 
 
確認メッセージが表示されたら、「はい」ボタンをクリックします。 
初期状態への変更を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリッ

クしてください。 
 
 
全ての設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
「一時適用」ボタンをクリックすると、設定内容が一時的に縦断図に反映されます。 
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４４  縦断図の編集 
 

（A） 編集 
縦断図の編集を行います。 
 
縦断図の上に表示されている「編集」タブ内のボタンの説明

を行います。 
 
 移動モード解除 ボタン  
編集時に移動操作を行っていない場合は、誤操作を防止するために編集が終わったらクリックして

ください。 
 
 標題（図面タイトル）移動 ボタン  
標題（図面タイトル）を移動します。 
標題（図面タイトル）が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定で標題を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 縮尺移動 ボタン  
縮尺を移動します。 
縮尺が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定で縮尺を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 タイトル枠移動 ボタン  
タイトル枠を移動します。 
タイトル枠が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定でタイトル枠を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 縦断図移動 ボタン  
縦断図を移動します。（横移動のみ） 
図が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
 
 縦断図幅設定 ボタン  
縦断図の横幅を変更します。 
図が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
 
 移動リセット ボタン  
移動した内容を取り消し、移動する前の位置に戻します。 
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「リセット」ボタンをクリックすると、リセットを確認するメッセージが

表示されます。 
 
リセットを実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
リセットを中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

（B） 表示サイズ 
画面上での縦断図の表示サイズを設定します。 
 
縦断図の上に表示されている「表示サイズ」

タブをクリックします。 
 
目盛をドラッグにて移動し、任意の表示サイズに変更します。 
 
 虫眼鏡 ボタン  
画面を拡大・縮小します。 
ボタンをクリックし、図面上で左クリックするとマウスポインタを中心に拡大され、右クリックす

ると縮小されます。 
※キーボードの＜ＰａｇｅＵｐ＞＜ＰａｇｅＤｏｗｎ＞キーでも画面の拡大・縮小を簡単に行う事 

が可能です。 
※「虫眼鏡」ボタンは全てのタブに表示されます。 
 

（C） 新規作成 
ファイルを新規に作成します。 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「新規作成」

ボタンをクリックします。 
 
表示している縦断図が新規に（現在選択している図面が初期設定の状態で）表示されます。 
 
縦断図を保存していない場合は、編集中の図面の破棄を確認するメッセージが表示されます。 
 
図面を破棄する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
図面の破棄を中止する場合は、「いいえ」をボタンクリックして

ください。 
 
※「はい」ボタンをクリックすると変更内容が消去されてしま

います。十分、確認を行ってください。 
保存方法は【32ページ「新規保存」「上書き保存」参照】 
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５５  図面 
 

（A） 開く 
保存してある図面を読み込みます。 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「開く」

ボタンをクリックします。 
 
図面を開く画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面下にあるプレビューを確認しながら、一覧から任意の図面を選択します。 
 
図面を選択したら、「開く」ボタンをクリックします。 
図面を開く操作を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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（B） 新規保存 
作成した図面に名前を付けて保存します。 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「図

面新規保存」ボタンをクリックします。 
 
図面新規保存画面が表示されます。 
 
摘要欄に任意の図面名を直接入力し、「ＯＫ」ボタンを

クリックします。 
図面の新規保存を中止する場合は、「キャンセル」ボタ

ンをクリックしてください。 
 
 
 

（C） 上書き保存 
変更中の図面を上書きで保存します。 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「図

面上書き保存」ボタンをクリックします。 
 
図面上書き保存画面が表示されます。 
 
図面名の変更を行う場合は、任意の図面名を直接入力

してから「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
上書き保存を中止する場合は、「キャンセル」ボタンを

クリックしてください。 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックすると、上書きを確認するメッセージが表示されます。 
 
上書きを実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
上書きを中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
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（D） 削除 
図面の削除を行います。 
 
メニューバーの「ファイル」→「図面削除」をクリックします。 
 
図面削除画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面下に表示されるプレビューを確認しながら、一覧から任意の図面を選択します。 
 
 
図面を選択したら、「削除」ボタンをクリックします。 
図面の削除を中止する場合は、「閉じる」ボタンをクリックしてください。 
 
「削除」ボタンをクリックすると、削除を確認するメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
図面の削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
図面の削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
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６６  テンプレート 
 

（A） テンプレートから新規作成 
登録済みのテンプレートの形式で選択中の図面を新規に作成します。 
 
メニューバーの「ファイル」→「テンプレートから新規作成」をク

リックします。 
 
テンプレートから新規作成画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面下に表示されるプレビューを確認しながら、一覧から任意のテンプレートを選択します。 
 
テンプレートを選択したら、「選択」ボタンをクリックします。 
テンプレートから新規作成を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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（B） 新規保存 
作成した図面をテンプレートとして保存します。 
※テンプレートとして保存した場合、別路線でもその設定を使用する事ができます。 
 ただし、全体設定内の「出力測点」とＤＬ設定の内容は反映されません。 
 
メニューバーの「ファイル」→「テンプレート新規保存」をクリッ

クします。 
※テンプレートとして保存する図面を画面に表示した状態で、操作

してください。 
 
テンプレート新規保存画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
摘要欄に任意のテンプレート名を直接入力し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
テンプレートの新規保存を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

（C） 上書き保存 
変更中のテンプレートを上書きで保存します。 
 
メニューバーの「ファイル」→「テンプレート上書き保存」をクリ

ックします。 
 
テンプレート上書き保存画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
摘要欄に編集中のテンプレートのテンプレート名が表示されます。 
テンプレート名の変更を行う場合は、任意のテンプレート名を直接入力してから「ＯＫ」ボタンを

クリックします。 
上書き保存を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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「ＯＫ」ボタンをクリックすると、上書きを確認するメッセージが表示されます。 
 
上書きを実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
上書きを中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 
 

（D） 削除 
テンプレートの削除を行います。 
 
メニューバーの「ファイル」→「テンプレート削除」をクリックします。 
 
 
 
 
 
テンプレート削除画面が表示されます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面下に表示されるプレビューを確認しながら、一覧から任意のテンプレートを選択します。 
 
テンプレートを選択したら、「削除」ボタンをクリックします。 
テンプレートの削除を中止する場合は、「閉じる」ボタンをクリックしてください。 
 
「削除」ボタンをクリックすると、削除を確認するメッセージが表示されます。 
 
図面の削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
図面の削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
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７７  印刷 
 
縦断図を印刷します。 
「印刷」ボタンをクリックすると、印刷画面が表示されます。 
 
 用紙サイズ  
用紙サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
 
 サイズの微調整  
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサイズ

を微調整する事ができます。 
数値を入力、またはアップダウンボタンをクリックし

て拡大率を設定します。 
 
 帳票全体のずれ量  
印刷領域を用紙の中心からずらす事ができます。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を入力、またはアッ

プダウンボタンをクリックし、数値を選択します。 
 
 印刷範囲  
印刷する範囲を設定します。 
「現在のページ」・・・・現在表示しているページのみを印刷します。 
「すべてのページ」・・・すべてのページを印刷します。 
 
 白黒モードで印刷  
チェックを付けると、白黒モードで印刷します。 
 
 フォントを置き換えて印刷  
任意のフォントに置き換えて印刷を行います。 
チェックを付け、ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のフォントを選択

してください。 
 
 印刷方向９０°回転  
プリンタの機種により印刷が正常に行われない場合があります。 
チェックを付け、印刷を試してください。 
 
 印刷速度  
プロッタをご使用の場合、印刷の速度を変える事ができます。 
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 プリンタの切替 ボタン  
ボタンをクリックすると印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択し

てください。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全ての設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
印刷を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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８８  修飾ＣＡＤへ転送 
 
縦断図のデータを修飾ＣＡＤへ転送します。（修飾ＣＡＤ用ファイルとして保存します） 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「修

飾ＣＡＤへ転送」ボタンをクリックします。 
 
修飾ＣＡＤへ転送画面が表示されます。 
 
●摘要 
任意の名前を直接入力します。 
 
●作成するデータ 
修飾ＣＡＤに転送する範囲を設定します。 
「現在のページ」・・・現在表示しているページのみ 

を転送します。 
「すべてのページ」・・・すべてのページを転送します。 
 
●摘要にページ数をつける 
チェックを付けると修飾ＣＡＤへ転送後、摘要に自動でページ数を付けます。 

「転送」ボタンをクリックすると、修飾ＣＡＤにデータが転送されます。 
「転送後開く」ボタンをクリックすると、データ転送後、修飾ＣＡＤを起動します。 
データの転送を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「修飾CADへ転送」を行うと、複雑な手順を必要とせず簡単に編集を行う事ができますが、以下の３点 

にご注意ください。 
 

●修飾ＣＡＤへ「０．１ｍｍ単位」で転送しているため、桁落ちによる誤差が発生します。 

 

 

 

 

 

 

●修飾ＣＡＤはレイヤ機能が無いため、レイヤ振り分けが行われません。 
●ＣＡＤ製図基準（案）に準拠した電子納品図面としては転送されません。 
 
上記の３点を回避するためには、「修飾 CAD へ転送」ではなく「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」を行ってく

ださい。 

１０．３３３ｍ １０３．３ｍｍ 
 

１０．３３０ｍ 

＜縦・横断図作成＞  ＜修飾ＣＡＤ＞  ＜Ａ納図[A-NOTE]＞ 

３ｍｍの誤差 

例） 

転送 転送 

１／１００ １００倍 
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９９  Ａ納図[A-NOTE]へ転送 
縦断図のデータをＡ納図[A-NOTE]に転送します。 

※お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされていない場合は使用できません。 
 

縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「Ａ納図

[A-NOTE]へ転送」ボタンをクリックします。 
 

Ａ納図[A-NOTE]へ転送画面が表示されます。 
 
 摘要名  
任意の摘要名を直接入力します。 
 
 摘要にページ数をつける  
チェックを付けると、摘要名に自動でページ数を付けます。 
 
 使用禁止文字を使用可能文字に変換する  
チェックを付けると、使用禁止文字を使用可能文字に自動

変換します。 
 
 寸法線を寸法線要素（直列寸法線）に変換する  
チェックを付けると、寸法値および寸法線の属性に変換し

ます。 
 
 転送モード ＜線・文字＞  
転送する際のモードを設定します。 
「ＣＡＤ製図基準（案）に合わせる」・・・ＣＡＤ製図基準（案）に基づいた形で転送します。 
「現在の表示イメージのまま出力する」・・・縦断図のイメージ通りに転送します。 
※レイヤは自動でＣＡＤ製図基準（案）通りに振り分けられます。 
 
 作成するデータ  
Ａ納図[A-NOTE]に転送する範囲を設定します。 
「現在のページ」・・・現在表示しているページのみを転送します。 
「すべてのページ」・・・すべてのページを転送します。 
 
 責任主体  
責任主体を「測量」「設計」「施工」「維持管理」から選択します。 
選択した責任主体によって、レイヤ名の先頭が以下のように決定されます。 
Ｓ：測量  Ｄ：設計  Ｃ：施工  Ｍ：維持管理 
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「転送」ボタンをクリックすると、Ａ納図[A-NOTE]にデータが転送されます。 

「転送後開く」ボタンをクリックすると、データ転送後、Ａ納図[A-NOTE]を起動します。 

データの転送を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

※Ａ納図[A-NOTE］の操作方法については【「Ａ納図[A-NOTE] ヘルプ」参照】 
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１１００  縦断図作成の終了 
 
縦断図作成を終了します。 
 
縦断図の上に表示されている「ファイル」タブの「終了」

ボタンをクリックします。 
 
縦断図作成が終了し、現場大将の画面が表示されます。 
 
※画面に表示されている図面が未保存、または保存後に変更があった場合は、保存を確認するメッ

セージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
変更を保存しない場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
変更を保存する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし図面を保存してから終了してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 43 -  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

III. 横断図作成 
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１１  横断図作成の起動 
 
横断図作成を起動します。 
 
横断図作成を起動するには、現場大将から起動します。 
デキスパート基本部の「現場大将」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
現場大将が起動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場大将のメイン画面で「図面作成」タブをクリックします。 
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図面作成のメニューボタンから「横断図作成」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横断図作成が起動します。 
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２２  路線選択 
 
横断図を起動したら、横断図を作成する路線を選択します。 
 
路線選択画面の路線一覧から横断図を作成する路線名、または行番号をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線選択を実行する場合は、「選択」ボタンをクリックします。 
路線選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
（路線名、または行番号をダブルクリックしても選択する事ができます） 

 

新規工事作成時、または他オプションで基準（案）を変更した場合は、ＣＡＤ製図基準（案）選択

ウィザード画面が表示されます。 
ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザードについては【14ページ「基準（案）の選択」参照】 

 
選択した路線の横断図作成画面が表示されます。  
※初期状態では全測点の横断図が表示され、用紙サイズや余白等も自動設定されています。 
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路線選択をし直すには・・・ 
「ファイル」タブ→「路線選択」ボタンをクリック、ま

たはメニューバーの「ファイル」→「路線選択」をクリ

ックすると、路線選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
任意の路線を選択し直してください。 
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３３  横断図の設定 
 
任意の設定を行い、横断図を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●表示される横断図の設定について 
インストール直後の場合は、システムの初期状態で横断図が表示されます。２回目以降は前回終了時の設定 
内容で表示されます。ただし、表示測点は前回の終了時の設定に関係なく、全測点が表示されます。 
また、ＤＬ、追加・削除した勾配・斜長、追加・削除した引き出し線、用地境界の設定は起動時に常に初期

化されます。設定を保存する場合は【32ページ「新規保存」「上書き保存」参照】 

現場大将の「線形・丁張」の線形条件設定画面で、選択した入力モード（道路モード・河川モード）により、

以下のように測点の配置方法が異なります。 
 

＜道路モードの場合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜河川モードの場合＞ 
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（A） 基準（案）の選択 
工事が電子納品対象かどうかを選択し、任意のＣＡＤ製図基準（案）を選択します。 
※ただし、縦断図作成で既に基準（案）の設定を行っている場合は、ＣＡＤ製図基準（案）選択

ウィザード画面は表示されません。 
基準（案）の選択方法については、【14ページ「基準（案）の選択」参照】 

 

（B） 全体設定 
横断図を作成する上での基本的な設定を行います。 
 
横断図作成画面の左下には、現在の設定が表示されています。 
設定を変更する場合は、「全体設定」ボタンをクリックしてください。 
  
 
全体設定（横断図作成）画面が表示されます。 
 
 
 
横断図の用紙設定・縮尺設定等を行います。 
全体設定画面の「用紙／縮尺」タブをクリック

します。 
 
 用紙サイズ  
用紙サイズの一覧から任意の用紙サイズを選

択します。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、

一覧に表示される用紙サイズが異なります。 
 
 用紙向き  
用紙の向きを選択します。 
横・縦のどちらかをクリックして選択します。 
 
 余白  
上下左右の余白を設定します。 
それぞれに任意の余白を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックし、設定してください。 
 
「綴じ代あり」にチェックを付けると、綴じ代を表示します。 
電子納品対象工事の場合は、各基準（案）に沿った余白が設定されます。 
※「綴じ代あり」の設定は、電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 

用紙／縮尺 タブ 
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 縮尺  
縦・横の縮尺を設定します。 
任意の縮尺を直接入力してください。 
「縦横同じ設定」にチェックを付けると、縦横同率の縮尺になります。 
 
 
 
出力する測点の選択を行います。 
全体設定画面の「出力測点」タブをクリックし

ます。 
 
 測点名  
測点名の表示を切り替えます。 
※平面線形と連動している場合のみ有効な機能

となります。 
 
●測点名１のみ 
測点名１のみを表示します。 
 
●役杭名を優先 
役杭名が登録されている場合は、役杭名を優先して表示します。 
 
●測点名１と役杭名（１段表示） 
測点名１と役杭名を１段で表示します。 
 
●測点名１と役杭名（２段表示） 
測点名１と役杭名を２段で表示します。 
 
 
 出力測点  
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ横断図に表示されます。 
 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
 
 
 
 

出力測点 タブ 
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 Ｗ断面の合成  
平面線形・縦断線形でＷ断面設定を行っている場合、２つの断面を１つの横断図として合成する事

ができます。 
「する」「しない」のどちらかから選択してください。 
 
例 ）Ｗ断面の合成を行った場合、下図のようになります。 
 
  ＜合成前＞                    ＜合成後＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
標題やタイトル枠等の表示、文字の設定、寸法線や現地盤線等の線種の設定を行います。 
全体設定画面の「文字／線種」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 標題（図面タイトル）を表示する  
チェックを付けると、「文字の設定」の標題（図面タイトル）欄に入力した文字が表示されます。 

文字／線種 タブ 
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 縮尺を表示する  
チェックを付けると、標題（図面タイトル）の下に縮尺が表示されます。 
※「標題（図面タイトル）を表示する」にチェックが付いていない場合は、グレー表示となります。 
 
 タイトル枠を表示する  
チェックを付けると、横断図にタイトル枠を表示します。 

「タイトル枠取込」ボタンをクリックすると、タイトル

枠取り込み画面が表示されます。 
※タイトル枠を一度も取り込んでいない場合は、チェッ

クを付けるとタイトル枠取込み画面が表示されます。 
 
画面下側に表示されるプレビューを確認しながら、 
一覧から任意のタイトル枠を選択します。 
 
任意のタイトル枠を選択し、「取込み」ボタンをクリッ

クします。 
タイトル枠の情報を編集する場合は、「編集」ボタンを

クリックしてください。 
タイトル枠の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックします。 
 
「取込み」ボタンをクリックすると、タイトル枠取込み確認画面が表示されます。 
選択したタイトル枠の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力して編集

します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 
「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
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「編集」ボタンをクリックすると、タイトル枠編集画面が表示されます。 
選択している工事の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力して編集

します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示

されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 フォント設定  
フォント設定を行う文字列を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンをク

リックし、設定してください。 
 
●フォント 
指定されている文字列のフォントを選択します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のフォントを選択してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示されるフォントが異なります。 
 
●文字色 
指定されている文字列の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、 ボタンをクリックして色を作成します。 
※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
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＜色の作成＞ 
 ボタンをクリックし、「色の作成」ボタンをクリックすると、色を作成する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の色をグラデーションチャート内でクリックし、色合い・鮮やかさ・明るさを設定します。 
 
作成した色は左側のパレットの「作成した色」に表示されるので、その色を選択し、「ＯＫ」ボタ 
ンをクリックします。 
中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●サイズ 

指定されている文字列のサイズを設定します。 
任意のサイズをドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンをクリックし

て設定します。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
 
 線種設定  
線種設定を行う線を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンを

クリックし、設定してください。 
 
●線種 
指定されている線の線種を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、線種の設定を行う事ができません。 
 
●線色 
指定されている線の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、 ボタンをクリックして色を作成します。 
設定方法については【54ページ「文字色」参照】 

※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
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●線幅 
指定されている線の幅を設定します。 
任意の線幅をドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示される線幅が異なります。 

また、「線幅設定」ボタンは電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 
 ボタンをクリックすると、線幅設定画面が表示されます。 
 基準（案）では、「細線：太線：極太線」の割合が、「１：２：４」

に定められています。 
 基準（案）に基づき、設定を行ってください。 

ただし、協儀の上、細線・太線・極太線の線幅を任意で変更する

場合は、「太線・極太線を自動設定」のチェックをはずします。

ドロップダウンボタンをクリックし、一覧より任意の線幅を選択

してください。 
 
 
 Ｗ断面の線種  
Ｗ断面の線種を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、線種の設定を行う事ができません。 
※「出力測点」タブ内でＷ断面の合成をしない設定になっている場合は、線種の設定を行う事がで

きません。 
 
 
 文字の設定  
●標題（図面タイトル） 
標題（図面タイトル）を任意の文字に変更する事が可能です。 
直接入力で変更してください。 
初期設定は、「横 断 図」です。 

●測点の標高 
現地盤高と計画高を任意の文字に変更する事が可能です。 
直接入力で変更してください。 
初期設定は、現地盤高＝「ＧＨ」、計画高＝「ＦＨ」です。 

●引き出し線の文字 
引き出し線の文字を任意の文字に変更する事が可能です。 
直接入力で変更してください。 
※半角２文字まで入力可能です。 
初期設定は、現地盤高＝「ＧＨ」、計画高＝「ＥＨ」、ＣＬ距離＝「Ｗ」、Ｘ座標＝「Ｘ」、Ｙ座標＝

「Ｙ」、Ｈ座標＝「Ｈ」です。 
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出力する要素について設定します。 
全体設定画面の「出力要素①」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出力構築形状  
出力する構築形状を選択します。 
一覧から構築形状、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した構築形状が図面に表示されます。 
※構築形状とは、舗装路面の層など、横断図を構築している形状のことです。 
 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
 出力断面  
出力する断面を「現地盤線」「計画線」「現地盤線・計画線」から選択します。 
 
●任意・舗装・構造物の出力 
計画線を選択した場合に、「任意線」「舗装断面」「構造物」から出力する項目を選択する事ができます。 
表示する項目にチェックを付けてください。 
 
 寸法補助線の長さ  
寸法線の長さを「全て同じ」「出力断面の標高に合せる」から選択します。 
「全て同じ」は、全て寸法補助線を最も短い線の長さに合せます。 
「出力断面の標高に合せる」は、各標高に合わせて寸法線を出力します。 
 
 寸法の単位  
寸法線の単位を「ｍｍ」「ｍ」から選択します。 
 

出力要素① タブ 
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寸法の出力について設定します。 
全体設定画面の「出力要素②」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 寸法線の出力  
寸法線を出力する断面を「現地盤線」「計画線」「なし」から選択します。 
 
 計画寸法線の出力  
出力する計画寸法線を、構築形状ごとに選択します。 
一覧から構築形状、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した構築形状の寸法線が、図面に表示されます。 
※構築形状とは、舗装路面の層など、横断図を構築している形状のことです。 
 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
 勾配  
「横断勾配を出力する」「法勾配を出力する」「斜長を出力する」から、横断図に表示する項目にチ

ェックを付けます。 
また、横断勾配・法勾配・斜長の小数点以下の桁設定を直接入力、またはアップダウンボタンをク

リックして設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

出力要素② タブ 
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横断図の配置を設定します。 
全体設定画面の「配置」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示する測点数により、段数（縦）・列数（横）を設定します。 
直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして選択します。 
凡例に沿って、横断図を表示しないブロックをクリックし、グレーに変更します。 
 
１ヶ所でも横断図を表示しないブロックがある場合は、「全選択」ボタンが有効になります。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全てのブロックを表示する設定になります。 
（全てのブロックが水色で表示されます） 
 
※横に２列以上表示している時にタイトル枠を出力する場合は、右下または右上のブロックに横断

図を表示しない設定になりますが、再度クリックする事により表示が可能です。 
 
 
 
 
数量表の設定を行います。 
「数量表」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配置 タブ 

数量表 タブ 
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 数量表を出力する  
チェックを付けると、横断丁張で計測・入力した測点ごとの断面積に対する数量表が表示されます。 
 
●出力項目 
出力項目を選択します。 
項目一覧から項目名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した項目のみ数量表に表示されます。 
 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
●数量が未入力の項目は出力しない 
チェックを付けると、数量表に未入力の項目を出力しません。 
●出力位置 
数量表を表示する位置を「測点名の横」「右側のＤＬの横」から選択します。 
 
＜位置の調整＞ 
数量表を表示する位置の微調節をします。 
移動量を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
 
●罫線 
数量表の罫線の表示・非表示を設定します。 
 
●幅・間隔 
＜項目の幅・数量の幅＞ 
数量表の項目欄・数量欄の幅を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
※罫線を「あり」に設定している場合のみ有効になります。 

＜項目と数量の幅＞ 
項目と数量の幅を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
※罫線を「なし」に設定している場合のみ有効になります。 

＜行の間隔＞ 
行の間隔を、項目・数値のフォントの倍数で設定します。 
直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
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出力位置の設定を行います。 
「出力位置」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 標題・縮尺・タイトル枠  
各要素の出力位置を設定します。 
※標題（図面タイトル）・縮尺・タイトル枠は、「文字／線種」タブ内の設定でそれぞれが「表示す

る」設定になっている場合のみ有効となります。 
標題・縮尺については、「横位置」「縦位置」の任意の数値を直接入力します。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、画面が異なります。 
 
 横断図  
横断図の出力位置を設定します。 
「位置・幅を自動で計算」にチェックを付けると、自動的に計算され出力されます。 
「測点名の位置」「寸法線の位置」「ＤＬの位置」「センター～ＤＬ」「ＤＬの幅」を任意の位置に出

力する場合は、チェックをはずし、数値を直接入力またはアップダウンボタンをクリックして設定

します。 
 
 
 
 
 
全ての設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
「一時適用」ボタンをクリックすると、設定内容が一時的に横断図に反映されます。 
 
 

出力位置 タブ 
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（C） 用地境界 
センターからの水平距離を入力する事により、横断図に用地境界を表示する事ができます。 
左右最大３本までの用地境界杭を設定できます。 
※下記の横断図は、用地境界杭を設定したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横断図作成画面の左下の「用地境界」ボタンをクリックすると、用地境界設定画面が表示されます。 
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●用地境界数 
用地境界の数を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして設定します。 
３つまで設定する事が可能です。 
 
●用地境界に文字を表示する 
チェックを付けると、「用地境界数」で指定した数の文字入力欄が有効になります。 
用地境界の上に表示する任意の文字を入力してください。初期値は、「Ｋ」です。 
※チェックを付けた場合のみ、横断図の用地境界に文字が表示されます。 
 
●左１・左２・左３・右１・右２・右３ 
「用地境界数」で指定した数の入力欄が、左右それぞれ有効になります。 
各測点に用地境界のセンターからの距離を直接入力します。 
また、平面線形で入力した方向杭をドロップダウンボタンから参照する事もできます。 
※平面線形と連動している場合のみ有効です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※現地盤が無い位置を指定すると、右記のメッセージ

が表示され、用地境界の表示がされません。 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
「一時適用」ボタンをクリックすると、設定内容が一時的に横断図に反映されます。 
 

（D） ＤＬ設定 
ＤＬの設定を行います。 
※初期状態では適当な値で自動計算され、横断図全体が表示されるように設定されています。 
 
横断図作成画面の左下の「ＤＬ設定」ボタンをクリックします。 
 
ＤＬ設定画面が表示されます。 
ＤＬの設定方法については【28ページ「ＤＬ設定」参照】 
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４４  横断図の編集 
 

（A） 編集 
横断図の編集を行います。 
 
横断図の上に表示されている「編集」タブをクリックしてく

ださい。 
 
 移動モード解除 ボタン  
編集時に移動操作を行っていない場合は、誤操作を防止するために編集が終わったらクリックして

ください。 
 
 標題（図面タイトル）移動 ボタン  
標題を移動します。 
標題が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定で標題を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 縮尺移動 ボタン  
縮尺を移動します。 
縮尺が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定で縮尺を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 タイトル枠移動 ボタン  
タイトル枠を移動します。 
タイトル枠が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
※全体設定でタイトル枠を表示する設定になっていない場合は、ボタンは有効になりません。 
 
 横断図を縦方向に移動／横断図を横方向に移動 ボタン  
横断図を移動します。 
図が赤枠で囲まれ表示されます。ドラッグにて任意の位置に移動してください。 
「横断図を縦方向に移動」を選択した場合は、縦方向に移動します。 
「横断図を横方向に移動」を選択した場合は、横方向に移動します。 
 
 移動リセット ボタン  
移動した内容を取り消し、移動する前の位置に戻します。 
 
「リセット」ボタンをクリックすると、リセットを確認するメッセージが

表示されます。 
リセットを実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
リセットを中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
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（B） 引き出し線／勾配／斜長 
横断図に「引き出し線」「勾配」「斜長」を追加します。 
 
横断図の上に表示されている「引き出し線／勾配／斜長」タブをクリックしてください。 
 
 
 
 表示測点  
表示する測点を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンをクリックして設

定します。 
 
 全測点を表示 ボタン  
１枚に表示できる全ての測点を表示します。 
 
 各測点を表示 ボタン  
各測点を１断ごとに表示します。 
引き出し線や勾配・斜長の編集モードになります。 
 
 前測点を表示／次測点を表示 ボタン  
表示する測点を選択します。 
※全測点を表示している場合は有効になりません。 
 
 引き出し線追加 ボタン  
表示している横断図に引き出し線を追加します。 
 
表示測点の変更を行い、引き出し線を追加する横断図を表示します。 
※全測点を表示している場合は有効になりません。 
 
引き出し線を追加する計画線・任意線・舗装断面・現地盤線・構造物の変化点、または用地境界線

付近で左クリックすると、クリックした位置から最も近い変化点にマウスカーソルが移動します。 
※追加する変化点と、カーソル位置が異なる場合は右クリックで解除します。 
 
マウスカーソルを移動し、引き出し線の折れ点位置で再度、左クリックするとマウスカーソルが左

右にのみ移動できる様になります。 
 
引き出し線の終点にマウスカーソルを移動し、再度、左クリックします。 
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引き出し線の設定画面が表示されます。 
 
 ＜計画高から引いた場合＞ ＜現地盤高から引いた場合＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

●描画するデータ  

「計画高のみ」「現地盤高のみ」「現地盤高・計画高」「座標値（Ｘ・Ｙ・Ｈ）」「計画高・ＣＬ距離」

「現地盤高・ＣＬ距離」のいずれかから、データを表示する測点を選択します。 
 
＜計画高のみ＞ 

計画高を描画します。 

 
＜現地盤高のみ＞ 

現地盤を描画します。 

 
＜現地盤高・計画高＞ 

上段に現地盤高、下段に計画高を描画します。 

※引き出し線を追加する位置の垂直方向で、最も高い標高が出力されます。 

ただし、垂直方向に計画高、または現地盤高が無い場合は空白となります。 
 
＜座標値＞ 

上段からＸ座標，Ｙ座標，Ｈ座標を描画します。 
※平面線形と連動している場合のみ選択可能です。 
 
＜計画高・ＣＬ距離＞ 

上段に計画高、下段にＣＬ距離を描画します。 

 
＜現地盤高・ＣＬ距離＞ 

上段に現地盤高、下段にＣＬ距離を描画します。 

 
●引き出しを描画する測点  

「この測点のみ」「この測点以降の同一箇所」「全測点の同一箇所」のいずれかから選択します。 

※任意経路、現地盤線、構造物追加で描かれている所は、「この測点のみ」だけが有効になります。 
 

引き出し線の追加を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
追加を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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 引き出し線削除 ボタン  
引き出し線を削除します。 
表示測点の変更を行い、消去する引き出し線が描かれている横断図を表示させます。 
 
「引き出し線削除」ボタンをクリックすると、横断図内の引き出し線が赤い枠で塗りつぶされて表

示されます。 
消去する引き出し線の標高文字（赤枠）を左クリックすると消去されます。 
※マウスのボタンを離す前に、引き出し線の赤枠以外の位置にカーソルを移動すると引き出し線は

消去されません。 
 
 勾配・斜長追加 ボタン  
勾配・斜長を追加します。 
表示測点の変更を行い、勾配・斜長を追加する横断図を表示します。 
 
「勾配・斜長追加」ボタンをクリックし、計画線・任意線・構造物にカーソルを近付けると、対象

となる線が赤線で表示されます。 
 
赤線で表示されている状態でクリックをすると、勾配・斜長設定画面が表示されます。 
 
●描画するデータ 
「横断勾配」「法勾配・斜長」「法勾配」「斜長」のいずれ

かから、表示するデータを選択します。 
 
＜横断勾配＞ 
横断勾配を描画します。 
 
＜法勾配・斜長＞ 
上段に法勾配、下段に斜長を描画します。 
 
＜法勾配＞ 
法勾配を描画します。 
 
＜斜長＞ 
斜長を描画します。 
 
●勾配・斜長を描画する測点 
「この測点のみ」「この測点以降の同一箇所」「全測点の同一箇所」のいずれかから、データを表示

する測点を選択します。 
※任意経路、構造物追加で描かれている所は、「この測点のみ」だけが有効になります。 
 
斜長の追加を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
追加を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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 勾配・斜長削除 ボタン  
勾配・斜長を削除します。 
表示測点の変更を行い、消去する勾配・斜長が描かれている横断図を表示させます。 
 
「勾配・斜長削除」ボタンをクリックすると、横断図内の勾配・斜長が赤い枠で塗りつぶされて表

示されます。 
消去する勾配・斜長の標高文字（赤枠）を左クリックすると消去されます。 
※マウスのボタンを離す前に、勾配・斜長の赤枠以外の位置にカーソルを移動すると勾配・斜長は

消去されません。 
 
 

（C） 表示サイズ 
画面上での横断図の表示サイズを設定します。 
 
横断図の上に表示されている「表示サイズ」タブをクリックしてください。 
 
 
目盛をドラッグして移動し、任意の表示サイズに変更します。 
 
 
 虫眼鏡 ボタン  
画面を拡大・縮小します。 
ボタンをクリックし、図面上で左クリックするとマウスポインタを中心に拡大され、右クリックす

ると縮小されます。 
※キーボードの＜ＰａｇｅＵｐ＞＜ＰａｇｅＤｏｗｎ＞キーでも画面の拡大・縮小を簡単に行う事 

が可能です。 
※「虫眼鏡」ボタンは全てのタブに表示されます。 
 
 

（D） 新規作成 
ファイルを新規に作成します。 
 
横断図の上に表示されている「ファイル」タブの「新規作成」

ボタンをクリックします。 
 
表示している横断図が新規に（現在選択している図面が初期設定の状態で）表示されます。 
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横断図を保存していない場合は、編集中の図面の破棄を確認するメッセージが表示されます。 
 
図面を破棄する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
図面の破棄を中止する場合は、「いいえ」をボタンクリックしてく

ださい。 
 
※「はい」ボタンをクリックすると変更内容が消去されてしまい

ます。十分、確認を行ってください。 
保存方法は【32ページ「新規保存」「上書き保存」参照】 
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５５  図面 
図面の「開く」「新規保存」「上書き保存」「削除」の操作につきましては、縦断図の操作と同様です。 
【31ページ「図面」参照】 

 
 
 

６６  テンプレート 
テンプレートの「テンプレートから新規作成」「新規保存」「上書き保存」「削除」の操作につきまし

ては、縦断図の操作と同様です。 
【34ページ「テンプレート」参照】 

 
 
 

７７  印刷 
横断図を印刷します。 
「印刷」ボタンをクリックすると、印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷画面の設定方法については【37ページ「印刷」参照】 
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８８  修飾ＣＡＤへ転送 
横断図のデータを修飾ＣＡＤへ転送します。（修飾ＣＡＤ用ファイルとして保存します） 
 
横断図の上に表示されている「ファイル」タブの

「修飾ＣＡＤへ転送」ボタンをクリックします。 
 
修飾ＣＡＤへ転送画面が表示されます。 
 
修飾ＣＡＤへ転送画面の設定については 
【39ページ「修飾ＣＡＤへ転送」参照】 

 
 
 
 

９９  Ａ納図[A-NOTE]へ転送 
横断図のデータをＡ納図[A-NOTE]に転送します。 

※お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされていない場合は使用できません。 

 

横断図の上に表示されている「ファイル」タブの「Ａ納図

[A-NOTE]へ転送」ボタンをクリックします。 

 

Ａ納図[A-NOTE]へ転送画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ納図[A-NOTE]へ転送画面の設定方法は【40ページ「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」参照】 
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１１００  横断図作成の終了 
横断図作成を終了します。 
 
横断図の上に表示されている「ファイル」タブの「終了」

ボタンをクリックします。 
 
横断図作成が終了し、現場大将の画面が表示されます。 
 
※画面に表示されている図面が未保存、または保存後に変更があった場合は、保存を確認するメッ

セージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
変更を保存しない場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
変更を保存する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし、図面を保存してから終了してください。 
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1. 本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されております。 
2. 本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。 
3. プログラムの機能向上のため、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう可能性があります。この

場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。 
4. 使用しているデータは、本書用に作成したものとなりますので、実在しません。 
5. 本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れ等、お気付きの事が

ございましたら、当社までご連絡ください。 
6. 本書の印刷例および画面上の会社名・数値等は、実在のものとは一切関係ございません。 

 
●Windows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 
●その他社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

４０１－１ ２０２３年６月２７日作成 

【ご注意】 
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